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１．公社債発行市場の動向について 
(1) 公社債の発行額の状況 

 

 

  

2026 年度第１四半期（2026 年４月～６月）における公社債の発行額は、前年同期（2025 年４月～６月）比 1.4 兆円

減、前期（2026 年１月～３月）比 2.9 兆円減の 52.0 兆円となった（前年同期：53.3 兆円、前期：54.9 兆円）。 

このうち国債の発行額は、前年同期比 1.6 兆円減、前期比 6.2 兆円減の 43.8 兆円となった。 

一方、国債等以外の発行額は、前年同期比 0.２兆円増、前期比 3.4 兆円増の 8.2 兆円となった。 

今期中の長期金利（10年国債）は、2.3～2.7％台で推移しており、今後の動向が注目される。 
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 (2) 国債の発行額の状況  
 

 

 

 

 

 

 

  

 

2026 年度第１四半期（2026 年４月～６月）の国債発行額は、4月 14.3 兆円、5月 15.7 兆円、6月 13.8 兆円と推移

し、前年同期（2025 年４月～６月）比 1.6 兆円減、前期（2026 年１月～３月）比 6.2 兆円減の 43.8 兆円となった（前

年同期：45.4 兆円、前期：50.0 兆円）。 

国債の発行状況を見ると、国庫短期証券は前期比 4.3 兆円減の 8.8 兆円と大きく減った。また、超長期国債は、需給の

問題から減額が予定されていたところ前期比 1.2 兆円減の 6.7 兆円となった。利付国債（10 年）は前期比 0.4 兆円減の

8.8 兆円となり、4月 2.7 兆円、５月 3.1 兆円、６月 3.0 兆円と３兆円前後で推移した。 

一方、個人向け国債は前年同期比 0.8 兆円増、前期比 0.1 兆円増の 2.3 兆円となった。 
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(3) 国債以外の発行額の状況  

 

 

 

 

 

 

  

2026 年度第１四半期（2026 年４月～６月）における国債以外の発行額は、前年同期（2025 年４月～６月）比 2,708

億円増、前期（2026 年１月～３月）比３兆3,75１億円増の8兆1,805億円となり、過去1年で最も高水準となった（前

年同期：７兆9,097億円、前期：４兆8,054億円）。 

内訳について、社債の発行額は前期比１兆 8,759 円増の４兆 4,649 億円となった。次いで金額の大きい地方債は前期比

9,476億円増の１兆8,655億円となった。 
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２．公社債流通市場の動向について 
(1) 公社債店頭売買高 
① 公社債店頭売買高（国債・国債以外）の状況  

 

 

 

 
 

 
 

 

2026 年度第１四半期（2026 年４月～６月）の公社債店頭売買高は、前年同期（2025 年４月～６月）比 2,773 兆円増、

前期（2026 年１月～３月）比 2,137 兆円増の 17,335 兆円となった。（前年同期：14,562 兆円、前期：15,198 兆円）。 

特に 2026 年４月の 6,100 兆円、6 月の 6,185 兆円は、過去最高額であった 2024 年 7 月の 5,772 兆円を上回る売買

高となった。 

また、投資家別の売買高では、債券ディーラーが前期比 798 兆円増の 5,381 兆円、外国人が前期比 249兆円増の 5,085

兆円、その他金融機関が前期比 657兆円増の 3,201 兆円となり、大口投資の中では債券ディーラーの増加が目立った。 
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② 国債店頭売買高の状況  

 

 

2026 年度第１四半期（2026 年４月～６月）の国債店頭売買高は、前年同期（2025 年４月～６月）比 2,769 兆円増、

前期（2026 年１月～３月）比 2,139 兆円増の 17,316 兆円となった（前年同期：14,547 兆円、前期 15,176 兆円）。 

内訳について、国債バスケットは前期比 812 兆円増の 3,238 兆円、超長期国債は前期比 773 兆円増の 5,694 兆円と

なった。 

一方、中期国債は前期比 86兆円減の 3,038 兆円となった。 
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③ 国債以外の店頭売買高の状況  

2026 年度第１四半期（2026 年４月～６月）の国債以外の債券の店頭売買高は、前年同期（2025 年４月～６月）比 4

兆 8,375 億円増、前期（2026 年１月～３月）比２兆 449 億円減の 19兆 2,804 億円となった（前年同期：14兆 4,429

億円、前期：21兆 3,253 億円）。 

内訳について、非公募債は前期比１兆 3,570 億円減の１兆 7,703 億円であった、もっともこれは前期が３兆 1,273 億

円と大きかったためであり、前年同期比では 9,676 億円増となった。また、地方債は前期比 4,944 億円減の５兆 4,387

億円、社債は前期比 696億円減の５兆 2,471 億円、財投機関債等は前期比 1,325 億円減の３兆 4,271 億円といずれも減

少した。 

一方、政府保証債は前期比 1,142 億円増の２兆 8,586 億円となった。 
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④ 主要投資家別の公社債店頭売買高(グロス。国債バスケットを含む。)の状況  

 

2026 年度第１四半期（2026 年４月～６月）の外国人による店頭売買高（グロス）は、前期（2026 年１月～３月）

比 249兆 4,453 億円増の 5,084 兆 5,837 億円と高い水準となった。依然として外国人の売買が中心となる状況が継続

している。 

投資信託は前期比 153 兆 6,848 億円増の 427 兆 1,838 億円となった。また、都市銀行は前期比 101 兆 5,594 億円

増の 523兆 2,544 億円となった。 

一方、信用金庫は前期比 16兆 6,745 億円減の 35兆 7,497 億円となった。 
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⑤ 主要投資家別の公社債店頭売買高(ネット。一般売買高の差引額)の状況  

2026 年度第１四半期（2026 年４月～６月）の主要投資家別の店頭売買高（ネット、一般売買）は、前期（2026 年

１月～３月）比９兆 9,500 億円増の４兆 2,009 億円の買い越しとなった。 

内訳について、外国人による買い越し額が前期比８兆 8,822 億円減の 53兆 5,996 億円の買い越しとなり、引き続き

外国人の存在感が目立っている。また、信託銀行は前期比２兆 1,647 億円減の８兆 5,765 億円の買い越し、都市銀行は

前期比１兆 4,031 億円増の２兆 5,515 億円の買い越しとなっている。 
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投資家別の店頭売買高（グロス・ネット） 



13 
 

 (2) 債券レポ取引（現先・現担取引残高）  

2026 年度第１四半期（2026 年４月～６月）の債券レポ取引（現先・現担取引残高）の平均残高は、前年同期（2025

年４月～６月）比 6.4 兆円減、前期（2026 年１月～３月）比 5.9 兆円減の平均 342.4 兆円となった（前年同期平均：

348.8 兆円、前期平均：348.3 兆円）。 

条件付売買（現先）残高（銘柄後決め取引以外）が前期比で減少したことから全体残高は縮小した。一方、銘柄後決め

取引は前年同期比、前期比ともに増加した。また、債券貸借取引残高（現金担保のみ）は前期比では横ばいで推移した。 
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３．エクイティファイナンスの動向について 

(1) 全国上場会社の公募増資等の状況 
① 国内・海外の状況  

2026 年度第１四半期（2026 年４月～６月）の全国上場会社の公募増資等（国内・海外）の状況は、調達額ベースで合

計 8,049 億円となり、前期（2026 年１月～３月）比 519 億円減となった（前期：8,568 億円）。内訳として、国内合計

は前期比 2,035 億円増の 3,686 億円となり、海外合計は前期比 2,555 億円減の 4,361 億円であった（前期：国内合計

1,651 億円、海外合計 6,916 億円）。前期は 2026 年 3月に日本製鉄㈱（６,000 億円、ユーロ円建転換社債型新株予約権

付社債）の大型案件があり、直近 15か月においても、2026 年３月の公募増資等は最高額となったが、今期は同規模の大

型案件はみられなかった。今期は 2026 年 4月に住友ファーマ㈱（国内 433億円、海外 587 億円）、６月に日本航空（2,000

億円）、JX金属㈱（海外 1,500 億円、ユーロ円建転換社債型新株予約権付社債）等の案件がみられた。 
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② 国内の状況 
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③ 海外の状況 
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(2) 全国上場会社の売出しの状況 
① 国内・海外の状況  

2026 年度第１四半期（2026 年４月～６月）の売出額（国内・海外合計）は 3,802 億円となり、前期（2026 年１月～

３月）比 3,789 億円減となった（前期：7,591 億円）。 

内訳として、国内合計は前期比 3,889 億円減の 2,111 億円、海外合計は前期比 100億円増の 1,691 億円となった（前

期：国内合計 6,000 億円、海外合計 1,591 億円）。株券等（新規上場）については、国内、海外ともに増額が見られ、主

な案件として、2026 年６月にリガク・ホールディングス㈱（国内：279億円、海外：651 億円）、GO㈱（国内：291億

円、海外：680億円）等があった。なお、前期は３月に任天堂㈱（国内：1,235 億円、海外：1,036 億円）の大型案件が

あったが、今期は同規模の案件はみられなかった。 
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② 国内の状況 
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③ 海外の状況 

 

 


